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W33b HETE-2衛星搭載 広視野X線モニター (WXM)のエネルギー応答関数
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ガンマ線バースト探査衛星 HETE-2 に搭載された広視野 X線モニター (WXM)は、理化学研究所とロスア
ラモス国立研究所 (米)により開発された、ガンマ線バーストの位置決めに中心的な役割を果たす検出器である。
WXM は一次元位置感応型比例計数管 4台と符号化マスクの組合せにより、60◦ × 60◦ の視野内で発生したガ
ンマ線バーストを 10分角の精度で位置決めできる性能を持っている。この他、WXM 検出器はエネルギー測定
(2-25keV)も行なえるため、ガンマ線バースト発生中の X線スペクトルの研究も可能となる。ただし、この目的
のためには、WXM 検出器のエネルギー応答関数を精度良く構築することが非常に重要なとなる。我々は、地上
実験で得たデータを基に、解析的な方法で、応答関数の構築をおこなってきた。また、2000年、2001年 12月に
WXM 検出器の視野内に入った「かに星雲」を用いて、我々の構築した応答関数の検証を行なった。その結果、
4keV 以下で、検出器の構造から予想されるよりも大きな吸収を受けている事が分かった。
本講演では、この「かに星雲」を用いた応答関数検証の結果と合わせ、予想外の吸収の原因を探るべく行なう

予定の、スペア検出器を用いた 4keV以下のエネルギー応答測定実験の結果についても報告する予定である。


